
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①卵
たまご

は約
やく

２週間
しゅうかん

で孵化
ふ か

します。孵化した幼

虫は２～３週間で体長
たいちょう

４㎝まで成長
せいちょう

しま

す。マットの表面
ひょうめん

が乾
かわ

かないように霧吹
き り ふ

き

します。 

②幼虫を同
おな

じケースにたくさん入
い

れたままにして

おくと弱
よわ

って死
し

んでしまうので、9月頃
ごろ

に数匹
すうひき

ず

つに分
わ

けましょう。 

 

注意
ち ゅ う い

 
 

※1匹
ぴき

の幼虫が成虫になるまでに約３リットルの

マットを食
た

べます。 

※冬
ふゆ

の間
あいだ

は暖房
だんぼう

のきいていない場所
ば し ょ

に飼育
し い く

ケー

スを置
お

きます。 

※幼虫は素手
す で

で触
さわ

ると弱って死んでしまうことが

あります。触る時
とき

は軍手
ぐ ん て

をしましょう。 

※マットにダニがわいたり、幼虫が表面に出
で

てく

るようになったらマットを交換
こうかん

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④５～６月になると幼虫はサナギになるため

の部屋
へ や

をつくりはじめます。そのため一度
い ち ど

ケースの中の土を取り出し、下
した

１/３くらい

をしっかり固
かた

めて残
のこ

りのマットを入れま

す。 

 

 

 

カブトムシの幼虫
ようちゅう

を育
そ だ

ててみよう 
 

 

③表面に幼虫のフンが目立
め だ

ってきたら、マット

をふるいにかけてフンを取
と

りのぞき、新
あたら

しい

マットを入
い

れます。 

⑤サナギは６月～７月にかけて羽化しますが、その

間
かん

ケースを移動
い ど う

したり、マットをほじくったりせ

ずにそっとしておきましょう。成虫になったら逃
に

げられないように、ケースにフタをしましょう。 

 

 

 

  

  
 

 
 


